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かどうか。アンケートの設問は Ql-l，Ql-2， Q2， 














































選択， Q7)，自由記述を求める方式 (Q3，SQ4・1，SQ 















性別 男女 172 29.6 407 70.1 
不明 2 0.3 
年齢 22~24歳 37 6.4 
25~29歳 104 17.9 
30~34歳 III 19.1 
35~39歳 116 20.0 
40~44歳 127 21. 9 





中国 75 12.9 
四国 19 3.3 
東海 12 2.1 
九州・沖縄 28 4.8 
北信越 5 0.9 
東関東北 29 5.0 1 0.2 
北海道 l 0.2 









職歴 教教職職経以外験者の職業経験者 481 82.8 95 16.4 
職業経験なし 大学院生等) 5 0.8 
現職在業の 小学学校校教員 320 55.1 中 教員 36 6.2 
高校教員 5 0.9 
幼稚園教員 28 4.8 
特別委支援員会学校指教導主員 12 2.1 教育 事等 10 1.7 
保育士 15 2.6 
(教職合計) 426 73.4 
大学教員 2 0.3 
塾講師 3 0.5 
公務員(教員を除く) 24 4.1 
会社員・会社役員 28 4.8 
団自体営職業員 5 0.9 
5 0.9 
アルバイト等 1) 20 3.4 
専業主婦(((主夫) 人 42 7.2 大学院生学生 3 0.5 
大学院生社会) 1 0.2 
学無部職学生 編入) ・専門学校生 l 0.2 
5 0.9 
その他 16 2.8 
合計 581 100.0 























卒業後 小学校教員 261 44.9 
すぐの 中学校教員 51 8.8 
職業 高校教員 10 1.7 
幼特養稚護別園教員 39 6.7 支援学校教員 6 1.0 
学校教員 l 0.2 
保育士 10 1.7 
(教職合計) 378 65.0 
塾講師 12 2.1 
公務員(教員を除く) 22 3.8 
会社員・会社役員 47 8.1 
団体職員 10 1.7 
アルバイト等 37 6.4 
専業主婦(((主夫) ) l 0.2 大学院生学生 36 6.2 
無学部職学生 編入 ・専門学校生 7 1.2 
17 2.9 
その他 14 2.4 










年代 離職の 離職者数 平年均数勤l務) 復数職2者) 度数 理由 度数 % 
22~24歳 転職 。O0(0O) ) 0.0 23(15) エi会7主主ら~3J 0.0 
その他4) 0.0 
25~29歳 転職
46O(45O)  ) 
9.5 2.4 2(2) 
63(48) 進学 0.0 
その他 6.4 3.3 0(0) 
30~34歳 転職 32(2O)  ) 
8.9 1.5 
320(2O0)  ) 38(24 進学 5.3 6.0 その他 5.3 5.7 
35~39歳 転職 4(4) 11.1 0.6 4(4) 
155 
36(24) 進学 4。(03) 0.0 その他 11.1 5.8 
40~44歳 転職
1327(87l)  ) 
20.0 9.2 
65 (43) 進学 3.1 17.0 
その他 10.8 7.7 
45歳以上 転職
92l(52l)  ) 
25.0 6.4 
36 (19) 進学 2.8 18.0 
その他 5.6 4.0 
合計 転職 35(24) 13.4 5.6 
261(173) 進学 5(2 1.9 12.8 






3l(Ol)  ) 





年代 キャリアノtス ( )内は度数
25~ -復転職・等教中学職を校経以教外て小員の学(職l校)業/教幼・員専稚(業園1)主教婦員を(1経)/て教小職学以校外孝の職業l)/1)(ア2)ル
29歳 職: 教員(バイト
30~ -復校小教学職校員:教特(1)員別/支(1ア)援/ル学科バ校イ目を履ト経等修て生を小経を学経て校小て教小学員校学(教校1)教員/員(塾1)(講/l) 師を経て小学34歳 大学院を経て
35~ -復職経主:婦て中小学を経学校て・小教無員学職校(をl教)経/員てア(小lル)学/バ校無イ教職ト員等を(経を1)経て/小て特小学別校学支校教援教員学員(校l)( ・無39歳 を 2)/ 専業
40~ 復転(を2経)職/て教小専中職学業以校主外教婦をの員経を職(経て業3)特て/(5小別)大/支学教援校院職教学生以校員を外(経のて/職小教業学育を校委経教員て員会専(指業1)導主婦主事(2等) 44歳






























職の状況 (N=51) ( )内は女性の度数
年代 離職の 離職者数 平均年勤数務 復数職1者) 小転学職校2) 度数 理由 度数 % 
22~24歳 転職 。O(0O) 。5(1) そのイ也 。
25~29歳 転職 30(20)  60.0 1.0 。(0) 3(2) 5(2) そのイ也 。
30~34歳 転職 30(20)  75.0 1.8 0(0) 3(2) 4(3) そのイ也 。
351~0(379) 歳 転職 30(30)  30.0 4.3 1(1) 2(2) そのイ也 。
40~44歳 転職 81(5O)  66.7 7.4 。O(0O) 5l(3O)  12(6) その他 8.3 11. 0 
451歳5(以7)上 転職 102(32)  66.7 9.3 30(20)  62(2)  そのイ也 13.3 10.5 




年代 キャリアノtス ( )内は度数
25~29歳 -転職小学校教員(3)
30~34歳 -転職小学校教員(2)/両校を経て小学校教員(1)


















年代/度数 離職の理由 離職者数 平均年勤数務 小転学職校1) 
度数 % 
25~29歳/3 (1) 転職 2(0) 66.7 1.5 2(0) 
30~34歳/4(4) 転職 4(4) 100.0 1.8 3(3) 
35~39歳/2(1) 転職 1(0) 50.0 2.0 1 (0) 
40~44歳/1(0) 転職 。(0) 0.0 



















職の状況 (N=39) ( )内は女性の度数
年代 離職の 離職者数 平均年勤数務 復数職1者〉 小転学職校2) 度数 理由 度数 % 
22~24歳 転職 。。
1(1) そのイ也 。。
25~29歳 転職 3(3) 33.3 2.7 1(1) 1(1) 
9(8) そのf也 。。
30~34歳 転職 2(2) 25.0 1.5 。(0) 1(1) 
8(7) そのイ也 。。
35~39歳 転職 23(23)  18.2 8.5 。l(0l) l(l)  11(11 そのイ也 27.3 5.0 
40~44歳 転職 4(43)  50.0 1.7 0l(Ol)  2l(l)  
8(7) そのイ也 50.0 5.0 
45歳2(以上 転職 l(l)  50.0 14.0 。0(O0) 。0(O0) 2) そのイ也 50.0 4.0 




年代 キャリアパス ( )内は度数

















年代 離職の 離職者数 平均年勤数務 復数職1者) 小転学職校2) 度数 理由 度数 % 
22~24歳 転職 。。
1(1) そのイ也 。。
30~34歳 転職 l1(l)  50.0 3.0 。O(0O) Ol(Ol)  2(1) その他 50.0 3.0 
35~39歳 転職 2(1) 66.7 3.5 1 (0) 1 (0) 
3(2) そのイ也 。 。
40~44歳 転職 1(1) 100.0 1.0 。(0) 1(1) 
1(1) そのイ也 。 。












職までの平均勤務年数 (N=10) ( )内は女性の度数




35~39歳/1 (1) 転職 1(1) 100.0 1.0 
45歳/1(1) 転職 。。


























年代 最初の離職後の転職先 離職者3 、，均年数勤続教員 教員度数 小学校 そのイ也 1) 以外2) 度数 率
22~24歳 。 。 。 。 。
1(1) (0) (0) (0) 。 (0) 
25~29歳 2 。 l 3 42.9 1.6 
7(5) (2) (0) (1) (3) (60.0) (1. 6) 
30~34歳 6 l 6 14 77.8 2.1 
18(12 (4) (1) (5) (11) (91. 7) (2.5) 
35~39歳 。 1 6 14 70.0 4.2 
20(17 (0) (0) (5) (11) (64.7) (3.9) 
40~44歳 1 。 6 13 59.1 5.0 
22 (16) (1) (0) (5) (12) (75.0) (5.1) 
45歳以上 l l l 9 81. 8 3.5 
11 (10) (1) (1) (1) (9) (90.0) (3.5) 




















































































































































15 35. 7 
1 1100.0 



















一一一一一一一309 166.33) 1 83 1 105 1 114 
表17 困難や問題の内容，その困難や問題が、解決したかどうか，大学の学ひ、が役に立ったか (教職経験者・年代別) (N=481) 







度数 % y 1 N 1 U 度数 % Y N U 度数 % Y N U 
学習指導上の問題 2 。 0.0 。。10 4 40.0 3 。l 5 2 40.0 l l 。
生徒指導上の問題 3 l 33.3 。2 。11 8 72.7 3 l 3 16 12 75.0 l 4 7 
発途上の応課題を抱えた生
徒への対 9 3 33.3 2 
。l 12 5 41. 7 3 。l 12 7 58.3 2 3 2 
学級経営上の問題 2 2 100.0 。I 11 8 72.7 3 3 I 9 9 100.0 I 2 5 
保護者への対応 3 3 100.0 。2 27 22 81. 5 5 9 8 34 28 82.4 6 9 13 
教育改革や制度変化への 。 。 。
対応
職場の人間関係 5 I 20.0 。l 。10 4 40.0 2 l I 7 4 57.1 2 2 。
業務の多忙 6 4 66. 7 l 2 13 4 30.8 。l 3 3 。。
ICTの活用や情報機器へ 。 。 。
の対応、
その他 I 100.0 。l 。 l 100.0 。l 。I l 100.0 I 。。
困難や問題などを感じた
3 一一一一一一一 。一一一一一一一 2 一一一一一一一ことはない合計 34 15 48.43) 6 5 6 95 56 58.9 19 16 18 89 63 72.4 14 21 27 







度数 % Y N U 度数 % Y N U 度数 % Y N U 
学習指導上の問題 6 3 50.0 l I 4 2 50.0 。2 。3 。。
生徒指導上の問題 14 9 64.3 4 2 3 15 11 73.3 2 3 6 16 13 81. 3 l 6 6 
発達上の応課題を抱えた生
徒への対 12 6 50.0 
。l 4 15 6 40.0 。3 2 9 7 77.8 2 2 3 
学級経営上の問題 10 7 70.0 2 l 3 13 8 61. 5 4 l 2 11 10 90.9 6 3 
保護者への対応 19 15 78.9 4 4 7 29 26 89.7 3 16 7 20 18 90.0 4 9 5 
教育改革や制度変化への 。。 。 。
対応
職場の人間関係 12 10 83.3 3 2 4 13 9 69.2 l 3 5 6 4 66.7 2 I 
業務の多忙 8 4 50.0 l 2 8 3 37.5 2 l 。4 。。
ICTの活用や情報機器へ 。 。 I l 100.0 I 。。の対応、
その他 1 1 100.0 。。l 2 l 50.0 l 。。l l 100.0 。l 。
困難や問題などを感じた
3一一一一一一一一 3 一一一一一一一 4 一一一一一一一ことはない合計 86 55 66.3 1 15 1 12 25 102 66 66.7 13 29 22 75 54 76.1 1 16 22 16 
注1) 11)ヰ決したjと回答した度数および率。
2 ) 大学での学びはその困難や問題の解決に役に立ったかう Y:役に立った.N:役に立たなかった.U:わからない。無回答の場合もあるので，
この~*Iの合計数と「解決したj と回答した数が合わない場合がある 。
3 )解決したjと回答した数を，合計数から「困難や問題などを感じたことはないjの回答数をヲ|いた値で除算した。


















































22~ 25~ 30~ 35~ 40~ 45歳
24歳 29歳 34歳 39歳 44歳 以上
学習指導上の問題 1.0 1.7 4.8 4.2 1.0 5.7 
生徒指導上の問題 1.3 2.5 4.0 6.5 8.8 8.1 
発た生達徒上へのの課対題応を抱え 1.2 2. 7 4.2 5.6 9.2 15.3 
学級経営上の問題 1.0 1.8 3.6 3.8 7.2 9.6 
保護者への対応 1.0 2.5 3.6 4. 7 9.2 14.8 
教への育対改応革や制度変化 13.0 
職場の人間関係 1.2 2.4 4.0 5.6 8.7 21. 8 
業務の多忙 1.0 1.6 1.5 4.8 5.1 3.3 
ICTの活用や情報機器 1.0 への対応

























































学級経営 -学級崩壊 -教員の指導技術や教育理論，経験の -管理職や先輩・同僚の教師に協力してもらった。


















保護者へ -不登校や発達障害の(可能性の)あ -保護者とのコミュニケーション不足， -保護者と連絡をまめに取り，信頼回復に努めた。





























職場の人 -管理職や先輩 同僚との折り合いが -同僚や上司と教育方針や意見が合わ -自分が異動・退職した。














業務の多 -授業の準備や教材研究，提出物の添 -単学級で業務を分担できない。 -経験を積んで，時間の使い方が分かつてきた。











































































































































































































































































ことはない度数 % Y 
職場における人間関係 31 25 80.6 9 
職務の複雑化 目増大化に
18 10 55.6 2 よる多忙感
ノルマや成果主義による 8 3 37.5 3 プレッシャ
職務上のミスの発生と 7 6 85. 7 2 その処理
IT機器や情報ネァトワ 2 50.0 。ク化への対応
外国語の習得 。0.0 




























職場における -女性同士の人間関係 . JI~~;tに対する意識の相違(上層部/現場， -周囲(家族・友人 同僚)の協力
人間関係 -上層部と現場との意識の違い。 正社員/ノfー ト 田アルバイト) -話し合いの場をもった。
-上司にtliめてもらえない。 -仕事に対するやり方や考え方の相違 -別の人間関係を築いた。
-上司からのパワーハラスメン卜 当該人物の人格や資質能力に問題がある。 -コミュニケーション力
-部署内での利害や意見の対立 仕事のやり方がわかっていなかった。 -当該人物の退職 ・転勤






職務の複雑化・ -経験のない仕事を任された。 -与えられるばかりの環境で，自分で解決 -課題を乗り越え，自信をつけた。
増大化による -あらゆる業務をこなさなければならなかっ する力がついていなかった。 -周囲に相談して助けてもらった。
多忙感 た。 人員不足(人件費削減，退職休職者の -周囲と協力し合った。










ノルマや成果 -ノルマが賃金に影響した。 -物が売れない社会 -自分の能力や精神力を高めた。
主義によるプ -つねに上を要求された。 -仕事にやりがいを感じられなかった。 -労働条件や職場環境を見極められるよう
レ7シャー -ノルマを達成するために自腹を切った。 -経験不足 になった。
-慣れない土地で知人もいなかった。 -自分のベースを守るようにした。
職務上のミス -クレーム対応が大変だった。 気の緩み -上司が処理してくれた。
の発生とその -操作ミスでシステム障害を起こした。 単純ミス -同じ失敗を繰り返さないようにした。
処理 -預かったデータを別の顧客に渡してしまっ -思い込み，確認、不足 -経験を積んだ。
た。 周りの状況を見ることに慣れていなかっ
-一人で処理しようとしてミスに繋がった。 た。
IT機器への対 -パソコンの使用 -勉強していなかった。 -教室に通った。
応、
外国語の習得 -外資系で英語が必要。 英語を話せなかった。
専門的知識・ -業務内容が変わり，それまでの知識だけ -経験，力量不足 -業務に関する勉強をした。
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